
●日税 FPメルマガ通信● 

1 

 

 

 

 
 

 

 

優先株預託証券という商品はご存知ですか？ 

この記事ではインカムゲインをメインで狙っている人向けに、高利回りで運用できる優先株預託

証券の特徴、メリットとデメリットについて解説しています。 

１. 優先株預託証券とは？ 

優先株預託証券を理解するために、まずは優先株と預託証券についてそれぞれ理解をしましょ

う。 

・優先株 

議決権がない代わりに、普通株にくらべて配当金や会社精算時の残余財産を優先的に受け取

れる株式のことです。株主の権利内容が優先的になっている点が特徴です。 

 

・預託証券 

企業が自国以外の国で株式を流通させるために、自国で発行した株式を信託銀行などに預

け、これを担保に発行する株式のことです。 

（例）資金調達力を高めるために、米国市場に上場したい日本企業（A社）があったとします。 

まず、米国の銀行など（B銀行）が A社の株式を購入。B銀行は A社の株式を日本の信託銀

行に保管します。この日本の信託銀行で保管している株式を裏付けとして、預託証書を発行す

ることで、日本企業の株式が米国市場で売買できるようになります。 

 

つまり優先株預託証券とは、優先株を裏付けとして発行された預託証券のことです。 

 

発行体が発行できる優先株の株数には上限があり、上限を超える株式を発行するときは株主

の承認が必要になります。そのため、より投資家層を広げるためには、預託証券という形で発

行する必要があるのです。 

２. 優先株預託証券の特徴 

優先株預託証券は、一定期間、予め定められた配当率で配当金を受け取るものが多く、企業

の各期の業績で配当額が変動することはありません。商品性としては、債券に近いものと言え

るでしょう。 
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ただ、優先株預託証券はあくまでも株式として扱われるため、配当金が支払われなくてもデフォ

ルトになることはありません。そのため、発行体の財務内容の状況によっては配当金が支払わ

れないことがあります。 

 

また、一般的な債券のように予め決められた償還日はなく、所定の日に発行体の任意で額面

100％が繰り上げ償還される可能性があります。 

 

優先株預託証券の配当率 

初回コール日まで配当率は変動しませんが、初回コール日に繰り上げ償還されなかったとき

は、それ以降、配当率は変動します。 

なお、初回コール日までの期間の目安は約 2年～5年です。 

 

３. 優先株預託証券のイメージ 

■参考購入単価：89.38 

■参考購入為替レート：1米ドル＝138.52 

■購入額面 10,000 ドル 

■初回コール利回り 9.962％ 

■初回コール日（2025年 1月 30日） 

概算購入時必要額（円）138.52×10,000×89.38％＝約 1,238,092円 

 

初回コール日までの配当金受取額合計 116,635円、初回コール後は、配当金が変動するため

不明です 

４. 優先株預託証券のメリット 

優先株預託証券のメリットは以下の 2つです。 

 

・債券よりも高い利回りが期待できる 

優先株預託債券は発行体が破綻したときの弁済順位が低いというリスクを取る代わりに、利回

りが高いという特徴があります。また、初回コール日までは配当率が変動しないため、安定した

リターンが期待できます。 

・NISA 口座でも運用できる 

NISA口座でも運用できるため、配当金に課税されることなく、運用益をそのまま受け取ることも

可能です。 

５. 優先株預託証券のデメリット 

・発行体の破綻リスクが大きい 
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優先株預託証券は、発行体が破綻した場合の法的弁済順位が、普通債券や劣後債よりもさら

に低い商品です。優先株預託証券の発行体が破綻をしたときは、資金を回収することが極めて

低いことになります。 

・配当金が支払われないことがある 

優先株預託証券は、株式に近い性質を持っているため、発行体の業績が悪いと配当が支払わ

れないことがあります。 

６. まとめ 

優先株預託証券はあまり馴染みのない人が多いかも知れませんが、償還金がない高配当が

魅力的な商品です。 

株式の配当金や投資信託の分配金のようなインカムゲイン狙いの投資家の新たな一手として、

利用を検討してみてはいかがでしょうか？ 

 

 

＜著者プロフィール＞ 

福田 猛 氏 

ファイナンシャルスタンダード株式会社 代表取締役 

大手証券会社入社後、10年間、1,000人以上の資産運用コンサルティングを経験。2012年ＩＦＡ法人である

ファイナンシャルスタンダード株式会社を設立。独立系資産運用アドバイザーとして数多くのセミナーを主催

し、幅広い年齢層の顧客から支持を受け活躍中。 

 

著書に「金融機関が教えてくれない 本当に買うべき投資信託」（幻冬舎）がある。 

２０１５年楽天証券ＩＦＡサミットにて独立系ファイナンシャルアドバイザーで総合１位を受賞。 

■■■■■ 著 作 権 な ど ■■■■■ 

著作権者の承諾なしにコンテンツを複製、他の電子メディアや印刷物などに再利用(転用)することは、著作

権法に触れる行為となります。また、メールマガジンにより専門的アドバイスまたはサービスを提供するもの

ではありません。貴社の事業に影響を及ぼす可能性のある一切の決定または行為を行う前に必ず資格の

ある専門家のアドバイスを受ける必要があります。メールマガジンにより依拠することによりメールマガジン

をお読み頂いている方々が被った損失について一切責任を負わないものとします。 

  参考 

経済金融情報メディア「F-Style」：https://fstandard.co.jp/column/ 

“F-Style”とは？ 

人々のくらしと密接に関わる「お金のヒミツや仕組み」を、より分かりやすくお伝えする経済金融メディアです。 

https://fstandard.co.jp/column/

